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学校運営方針 「豊かな心や健やかな体の育成」「基礎学力の定着」「キャリア教育の充実」を柱に総合学科の特徴を生かした教育内容をとおして、生徒一人一人の夢の実現に向け必要となる確かな学力と豊かな人間性を育み、キャリア発達を促す学校教育を推進する。

年度重点目標

保護者とともに、時を守り、場を清め、礼を正す生徒を育てる。

自己有用感やコミュニケーション力を高め、他者を思いやり良好な人間関係が築ける生徒を育てる。

学力の確実な定着と学びに向かう力、人間性を伸長させる。

1人1台端末等のICT活用による授業改善及び「個別最適な学び」と「協働的な学び」を推進する。

総合学科のキャリア教育を全教職員共通理解の下、実践する。

キャリア教育の充実による第一希望進路実現100％達成を目指す。

全職員で本校の特長を共有し、その良さを地域に発信していく。

地域との連携を図り、総合的な探究の時間や卒業研究を充実させるとともに、地域や社会に貢献できる生徒を育てる。

具体的目標

　　　学校番号

令和 7 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　） 福岡県立 福岡魁誠 高等学校

　校務支援システムにおける出欠の入力を定期的に促すことで、結果時数の把握に努めた。また、欠課時数が一定の割合に達した生徒については、連絡票で
教科担任から担任に報告し、担任が保護者に連絡・面談を実施した。
　学力の定着に課題がある生徒に対して、年次指導や教科指導を行い、後期中間考査前には成績保護者会を実施した。学力の確実な定着に向けて、各教科担
任による個に応じた指導に努めた。

学校運営計画（４月）

評価
（総合）昨年度の成果と課題

スクール・ミッション
(本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像)

　〇一人一人の個性を大切にし、個々人の資質・能力の伸張を図りつつ、希望進路を実現できる学校
　　総合学科の必履修科目「産業社会と人間」や「総合的な探究の時間」での学びを通したキャリア教育の充実により、自らの在り方生き方を考え、将来を設計できる人材を育成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

〇自己の意思を明確に表現・伝達できる力及び他者と協働できる力の育成
〇希望進路を実現できる学力と教養の育成
〇規範意識や公共性等、高い社会性の育成
〇自己の使命を自覚し、社会貢献できる人材の育成

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

〇一人一人の希望進路（進学、就職、公務員等）に合った時間割作成
〇学力向上に寄与する少人数授業・習熟度別授業の実施
〇必履修科目「産業社会と人間」での様々な体験活動や教育相談（面談週間年３回）を通したキャリア教育の推進
〇創造力・課題解決能力を育成する「総合的な探究の時間」におけるプロジェクトの充実

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）

〇目標の実現を目指し、積極的かつ継続的に努力する人
〇将来の夢や自分の進路を探したい人
〇学習と部活動を両立させ、調和のとれた人間力を培いたい人
〇様々なことにチャレンジできる総合学科で充実した高校生活を送りたい人

 生徒指導面においては、生徒の人権を尊重し、誰もが
安心･安全な学校生活を送られるように配慮するととも
に、学校、家庭、地域、専門機関との連携をとることが
できた。令和6年度も生徒には本校の「歴史と伝統」の
重みを感じとらせるとともに、未来に向け前進すること
を意識させた一年であった。引き続き、福岡魁誠生とし
て「自信と誇り」を身に付ける指導を心掛け、生徒一人
ひとりの能力や興味・関心を引き出し、更なる学校活性
化とキャリア教育の充実を図るとともに、地域から愛さ
れ、親しまれる「選ばれる学校づくり」を推進すべく、具
体的取組を工夫する。

A

豊かな心や健やかな体の育成

主体的・対話的で深い学びの実現

キャリア教育を生かした進路保障

社会に開かれた教育課程の実現

令和7年度分掌反省・評価 学校関係者評価

評価項目 具体的目標 具体的方策
生徒保護者対象のアンケート(外部
アンケート等)の項目等

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価
（３月）

結果の考察と次年度の課題 学校関係者評価委員会
からの意見

学
事
部

教
務
課

基礎学力の定着

学級担任や教科担任が欠席の多い生徒への指導を確実に行えるよう情報提供に努める。

生徒対象の授業アンケート

「板書やプリントは見やすくわかりやすい。」よく当てはまる73.4％、当てはまる22.2％　　（R6　よ
く当てはまる66.4％、当てはまる30.4％）　「疑問点を質問したり、自分の考えを発表したりする場
面が設定されている。」よく当てはまる50.8％、当てはまる33.2％ （R6　よく当てはまる43.9％、当
てはまる35.9％）　「先生や生徒同士のやりとりの中で、深く考える場面が設定されている。」よく
当てはまる53.3％、当てはまる32.9％　（R6　よく当てはまる46.6％、当てはまる　37.8％）

総合学科の特色を活かした
教育活動

情
報
推
進
課

ICT活用の推進

職員がICT機器を活用できるようになるための研修を年２回実施する。

企
画
広
報
課

学校行事及びPTA活動の充
実

希望される講座でデジタル採点システムを利用できる体制を構築する。

情報機器の管理

1人1台端末の利用やICT機器の貸し出しに関する注意事項を明示する。

ICT機器貸出簿
　ICT機器貸出簿から、積極的な活用が見られる一方で、貸出簿への記載漏れ等の課題があ
る。
各月の状況確認と12月に機器の返却依頼を行った。

A

A

A

・今回の卒業式で、新
型コロナウィルス感染
症の影響なく、正常な
学校生活に戻ったこと
を実感した。
・卒業式の様子から、
充実した３年間だった
ことがうかがえた。

学力の確実な定着に向けて各方面と連携を取り一人ひとりに応じた指導を行うよう働きかけ
る。

授業アンケートを年に一回実施し、授業改善に期する。

生徒の実態を把握した指導を実践するため、先生方の校務支援システムの活用促進及び
サポートを行う。

生徒対象の授業アンケート
生徒対象の科目選択についてのア
ンケート

「ICTや実物教材等を活用する授業が行われている。」よく当てはまる58.9％、当てはまる21.7％
（R6　よく当てはまる52.7％、当てはまる27.7％）　「授業中や家庭学習で、ICT機器を操作して学
習することによって、理解を深めている。」よく当てはまる35.8％、当てはまる31.5％（R6　よく当て
はまる34.3％、当てはまる42.1％）　「科目選択を通して、自分の進路希望について考えることが
できた。」1年92.0％　2年88.7％　　「自分の科目選択に満足している。」　1年73.3％　2年68.4％

　校務支援システムにおける観点別評価の入力については、成績入力マニュアルを明示し、年２回の研修会で丁寧に説明を行うことで、正確な成績処理に努め
た。
　科目選択については、生徒の希望通りにならない場合も多く、教務担当の負担も大きい。科目選択の問題点を整理し、改善する必要がある。
　総合学科の特色を活かした教育活動の実現に向けて、ICT機器の活用をさらに促進する必要がある。

　PTA活動については、PTA役員・委員を対象としたアンケート結果から、各委員会において満足度・実施頻度ともに高い評価を得ることができた。特に年次委員
会では、「学校の様子を知ることができてよかった」との意見が寄せられ、清掃活動や視察研修についても好評であった。
　今後も引き続き年次主任、および各部長と連携し、円滑な案内および運営に努めていきたい。また、同窓会との連携についても、丁寧な対応を心がけていきた
い。

　学校HP、Instagramを活用した情報発信は、定期的な更新を実施することができた。特に、Instagramの投稿件数については、生徒会の協力もあり、昨年度を上
回る回数（令和6年度69件、令和7年度（12月末）73件で発信することができた。また、フォローワー数も増加した。
　スクールガイドの制作については、前年度から構成を検討し、早期に作業へ着手したことで、広報活動の充実を図ることができた。
　夏の体験入学は、中学生の多くの参加があり、生徒会、学校PRプロジェクトの生徒、教職員が協力し、実施することができた。一方で、受入れ人数や熱中症防
止への配慮が必要であることから、次年度は体験入学の実施方法の再検討を行いたい。

　オンライン授業については、教務課と連携し、授業担任への支援を行った。
　デジタル採点システムについては、研修で技能を修得した上で利用する体制をつくったことで、教員が有効に活用することができた。次年度は、教員のニーズ
に応じた研修を、できるだけ負担にならない形で計画していきたい。

 今年度は、生徒用のタブレット型学習用端末の多くの故障が発生した。バッテリーの寿命等による故障もあったが、管理の課題も多かった。生徒に正しい利用
法を促すとともに、教員へ定期的な確認を行ってもらうようにしたい。

A科目選択では、生徒の希望進路が実現できるよう、職員への支援を緻密に行うとともに各方
面と連携をとる。

総合学科の特色を活かした教育活動の実現に向け、ICT機器の活用をさらに促進する。

PTA役員、理事、委員とのコミュニケーションを密に行い、情報交換に努める

PTA役員を対象としたGoogleフォー
ムを用いたアンケート

「年次委員会の満足度」　とてもよかった75％　　よかった22.7％
「各種委員会の満足度」　とてもよかった54.5％　よかった40.9％
　特に「負担が少ない点」「学校や子どものことを知れる点」「教員との距離が近くなり話しやすく
なった点　」で肯定的評価。

A

中学校体験入学、出前授業の準備を計画的に行い、充実したものにする。

A

全職員がオンラインによる教材の提供や課題の回収をできるように支援する。

A

伝統を受け継ぎつつ、時代に合わせて学校行事の充実化を図る。

各行事の２か月前から準備を始め、関係分掌との連携を密に行い計画的な業務遂行に努め
る。

中学生、保護者、地域に向
けた正しい情報発信

学校ＨＰ、Instagramを活用した情報発信の仕組みづくりを行い、Ｉｎｓｔａｇｒａｍについては100
件投稿を目指す。 Ｉnstagramのフォロワー数

中学生体験入学に参加した中学生
を対象としたGoogleフォームを用い
たアンケート

　Instagramのフォロワー数　1595件.
　8月と10月の中学生体験入学については、参加人数が生徒1.5倍、保護者1.3倍に増加した。参
加者に対するアンケートで「とてもよかった。」「よかった。」と回答した中学生は8月83.4%、10月
100%、保護者は8月100％、10月100％

A中学校訪問を年２回実施し、求められる情報の精選に努める。

A情報機器の点検を年3回行い、保守管理を徹底する。

共有サーバ内の電子データを定期的に整理する。

教職員対象を対象としたICT
（Google活用）に関するアンケート

「Classroomを作成したことがある」91% 、「Classroomに招待したことがある」 87%
「Meetのリンクを生成したことがある」 61% 、「ストリームを活用している」48％
「Formsを活用している」86% 、「Formsでアンケートを作成したことがある」64% 、「テストを作成し
たことがある」36％、「アンケートやテストの後スプレッドシートにリンクしたことがある」64%

A

A

A

　「生徒指導」では、登下校中の制服の着こなしの崩れが多く見られた。学校外においても、ルールを守る意識を持たせる必要があり、継続した声かけと指導が
求められる。大きな問題行動はなかったが、日常的なルールの徹底が不十分な点があったため、今後は各学年と連携し、指導の統一を図っていきたい。また、
バッグにつけるキーホルダーについての明確な基準づくりが必要である。
　「安全教育」では、自転車通学者を対象に、全体で交通ルールの確認ができたが、依然として、ヘルメットの着用についての課題がある。次年度は、青切符制
度の導入も踏まえ、改めて交通ルールの周知と徹底を図る必要がある。
　「部活動」では、体育館改修工事の影響で、部活動生集会が実施できなかった。次年度は、部活動におけるリーダーの育成の観点から、部長会、部活動生集
会の実施回数を増やしていきたい。
　「生徒会」では、新生徒会は、男子生徒が１、２年生合わせて３名と少ない。各年次のリーダー的存在の男子生徒は部活動生が多いため、今後は早い段階から
生徒会への意識付けを行い、人材の掘り起こしを進める必要がある。

A

・元気がよく、礼儀正し
い。
・自転車については、
自身が気を付けても、
事故をもらう場合もあ
る。ヘルメットの着用な
ど、安全に関する指導
を徹底してほしい。

清々しい挨拶や主体的に考え行動する力を養う。月1回程度のマナーチェックを実施し、ＴＰ
Ｏに応じた身だしなみを徹底させる。

登下校中の自転車単独事故0件を目指し、登下校指導の強化や交通ルール、マナーに関す
る指導の充実を図る。 生徒、保護者対象の学校生活アン

ケート、いじめアンケート、事故報
告書

　事故報告書から、登下校中の交通事故の件数は、令和6年度と同数であった。
　生徒が安心して楽しい学校生活を送ることができるように、学校生活アンケート、いじめアン
ケートの内容を各年次と情報共有し、問題行動に繋がる行動等を未然に防いだり、いじめの早
期発見、早期対応」に努めた。

A

学校行事や式典等をとおして集団への帰属意識を高め、自らを律した態度や言動を養う。ま
た、２分前着席を徹底させる。 生徒、保護者対象の学校生活アン

ケート、いじめアンケート

　生徒が安心して楽しい学校生活を送ることができるように、学校生活アンケート、いじめアン
ケートの状況を把握しながら、「いじめを生まない教育活動の推進」に努めた。
　「校内での物の紛失」（平均７件）あったことから、物の管理についての指導に努めた。

自他の生命の尊重や自らの安全な行動することで、他の人や社会の安全に貢献できる資
質・能力を養う。

　不登校や学校不適応の状態にある生徒に対しては、いじめ問題対策委員会兼生徒サポート委員会の中で対応を検討するシステムを構築することができ、年
次での組織的な取り組みも一部実施できた。今後、個別対応の整理や外部機関との連携等が課題である。
　スクールカウンセリング事業は、緊急性がある場合にも、日程変更等で柔軟に対応することができた。

　安心・安全な学校環境整備については、熱中症対策を行事や教科の中で柔軟に対応し、保健室利用の減少等につなげることができた。また、生徒情報交換会
は資料等改善しながら実施し、情報共有を円滑に行うことができた。今後、年度途中からの情報共有に対しても迅速に対応したい。
　清掃活動については、美化コンクールの実施方法の改善等、生徒が主体的に取り組むことができた。今後、清掃マニュアルの教員・生徒の共通理解のもと、環
境美化の意識向上を図りたい。

A
日々の清掃活動を充実させ、その中で学校設備の定期点検を行い、安心・安全に生活でき
る環境を整える。また、美化強化週間を年間2回、美化コンクールを年間1回実施する。

不登校や学校不適応の状態にある生徒への支援システムを整理し、組織的な取り組みを行
う。また、スクールカウンセリング事業などの専門機関との連携を深め、早期の問題解決を
図る。 学校生活アンケート、心と性の健康

相談(カウンセリング含む）

保健室利用状況　　4月～12月現在(累計）
病気：(内科・検温含)1年次240名、2年次478名、3年次237名、計955名
（昨年度　1年次444名、2年次323名、3年次433名、計1200名）
その他：(心の相談など）1年次110名、2年次101名、 3年次61名、 計272名
（昨年度　1年次89名、2年次 207名、3年次135名、 計431名）

A

A

保健室利用者名簿や学校生活アンケートなどを活用し、保護者と連携しながら支援が必要
な生徒を早期に発見し、担任や年次主任など関係職員や外部専門機関に繋げる。

安心・安全な学校環境の整
備

危機管理マニュアルに従い、事故の未然防止に努める。また、生徒情報交換会などを活用
して、生徒の健康に関する情報を共有し、緊急時に適切な対応ができる体制を構築する。

安全点検、清掃改善チェックシート

　安全点検を2回実施(12月段階）し、点検個所のチェックシートを個別に作成することや衛生委
員会とのダブルチェックで、改善個所の早期対応につながった。
　清掃活動では、重点期間(年2回)や重点箇所を設定することで、年間を通して環境整備を実施
することができた。また、美化委員会を中心とした美化コンクール(年1回)を立案することで、環境
美化の意識向上にもつながった。

生
徒
部

生
徒
支
援
課

社会人基礎力の育成

安全教育の充実及びモラ
ル、マナーの向上

保
健
課

特別支援教育活動の充実と
心と体の健康づくりの推進
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項目ごとの評価評価項目 具体的目標 具体的方策
生徒保護者対象のアンケート(外部
アンケート等)の項目等

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価
（３月）

結果の考察と次年度の課題 学校関係者評価委員会
からの意見

A

A

A

A

A

B

A

A

A

B

A

A

B

B

A

A

B

A

A

B

A

B

A

B

A

A

B

A

B

B

A

B

A

A

A

A

B

A

A

A

A

A
自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

A

A

　昨年度同様、進路ガイダンスの年２回実施（１・２年次のみ、３年次は１回）と校外模試の推進により、生徒の進路に対する意識や学習へのモチベーションを高
めることができた。特に３年次に対する小論文や面接指導については、進路部のみならず、多くの本校教員が関わることにより、個に応じた細やかな指導を実施
することができ、生徒たちの多くが満足する進路実現につながっていった。さらに、課外講座「魁誠ゼミナール」では、３年次・２年次で進路実現に必要な講座メ
ニューを増やしたことで、学習意欲の増加につなげることができた。
　進路選択においての３年次アンケート結果から、多数の生徒があまり悩むことなく決定し準備にとりかかることができたが、約４分の１が決定に時間がかかり、
準備が遅れたことがうかがえる。このような生徒を早めに見いだし、細めな面談等から進路関係の不安を取り除き、準備に取り掛かることができるように、指導方
法の在り方を見直すことが課題である。
　また、３年間を見通した一貫した進路指導の実施が、やや不十分な状況である。各年次と共に明確な進路目標を設定し、達成に向けた支援体制を強化してい
きたい。
　加えて、夏期に実施されている関西地方大学・企業研修においては、九州地方以外における大学での学び・環境に触れ、大いに刺激を受けたり、見聞を広め
ることにも寄与しており、生徒達の満足度は非常に高い。一方、地元志向が強い面が影響して、福岡県外への受験者数は少ない。そのような中でも、県外の大
学への合格者も少数出ているので、この研修とも上手にタイアップして、関東・関西地方の大学への進学もイメージできるよう、指導を行っていきたい。

A

・進学、就職ともに、総
合学科の学びを生か
した進路実現ができて
いる。
・国公立大学の２名合
格、様々な私立大学等
への進学の報告から、
進路指導の充実がう
かがえる。
・卒業後は、進路先
で、しっかり羽ばたい
てほしい。

学力向上に向けた指導をし、国公立大複数名・西南大10名以上・福岡大30名以上の合格を目指す。

小論文指導や面接指導の内容を工夫し、進路実現に結び付ける。

入試情報について教員間で情報共有し、日々の進路指導の充実を図る。

生徒対象のガイダンスに関するア
ンケート

【３年次対象】●活用した入試方式について「就職」12.6％、「公務員」11.1％、「学校推薦型選抜
(指定校)」15.1％、「学校推薦型選抜(公募)」19.1％、「総合型選抜」24.6％、「一般入試」14.1％
●進路実現に向けての不安や悩みについて「あまり悩まずに希望進路を決定できた」75.4％、
「なかなか希望進路が決まらず、不安を感じた」24.6％
【２年次対象】職業や大学で学びたい分野の研究について「自分で調べた」49.6％、「自分で調べ
たうえで相談した」22.3％
【１年次対象】進路について保護者からの受け止め方について「理解してくれている」72.2％、「ほ
とんど話し合ったことがない」11.4％

A進学情報を充実させ、生徒一人ひとりに適した受験先や方法を模索させる。

進学生徒の学習状況を把握し必要に応じて助言を与え、最適な学びを実現させる。

高卒求人及び公務員試験の特徴を理解し、適切な職業選択を促すことでミスマッチを防ぐ。

生徒対象の進路希望調査

【３年次対象】受験勉強の進み具合について「順調に進めることができた」60.5％、「どう頑張って
いいのか、分からなくことがよくあった」39.5％
【２年次対象】進路選択について「どの進路に進みたいのか、おおよそ決まっている」67.2％、「ど
の進路にするか、迷っている」23.7％、「進路実現に向けた勉強の仕方がわからず不安」4.3％
【１年次対象】志望校の決定状況について「まだ決まっていない」30.5％、「おおよそ決まってい
る」33.3％、「就職する」20.2％

A

進路決定までの努力を重視し、決定後も責任を持って学校生活を送る姿勢を育成する。

A

　総合学科の特色である「科目選択」を活かし、進路意識と職業観の育成に取り組んできた。3年次の就職希望者には、「ビジネス教養」で約50時間、放課後およ
び夏季休業中の就職講座で約40時間を確保し、自己分析、求人票の見方、職場見学、履歴書作成、面接指導など、段階的で実践的な指導を行った。面接指導
では就職支援課が担当を割り振り、全教員が協力して指導にあたり、生徒からは多くの感謝の声が寄せられた。
　さらに、公務員試験希望者への特徴理解を促す指導、放課後の問題演習、教員による模擬面接などにより、合格者の増加につながった。進路集会での講話や
夏季休業中の就職講話は、生徒の視野を広げ、進路意識の向上に寄与した。1年次科目「産業社会と人間」では、人生観・職業観の基礎づくりを進め、インタ
ビューシップの成果については今後検証を深めていく必要がある。
　これらの取り組みにより、学校全体で生徒の進路実現を支える体制が強化された。今後は、県外での大学企業研修の実施状況も踏まえ、県外就職希望者へ
の支援の充実も図りたい。

放課後に週1回以上、教員及び外部支援団体による学習支援を実施し、試験・面接対策を強
化する。

教員全体で模擬面接を実施し、面接指導の質を向上させる。

年次集会やホームルーム活動での講話を通じて、勤労の意義や責任感の醸成を図る。

Googleフォームを用いた生徒アン
ケート A各年次に応じたキャリアガイダンスを年間2回以上実施し、進路決定に対する意識を高め

る。

総
合
学
科
部

キ

ャ
リ
ア

教
育
課

キャリア教育の充実と基礎
的・汎用的能力の育成

職業観・勤労観の形成を図り、社会生活上のマナーやルールについて考えさせる。

総合学科発表生徒・教員・外部ア
ンケート

【１、２年次対象】
・３年次の発表は、探究の完成度が高く、地域連携や活動が実践的で面白い。発表力が高い。
・１年次のインタビューシップや２年次の震災学習の発表は、わかりやすかった。
【３年次対象】
①積極的に参加できた80％　　②探究活動で他者と共同し活動できた97.9％
③探究活動で地域への関心が高まった92.8　　④学校の魅力度が高まった95.4％
【外部対象】
・自ら学んだことの言語化ができていた。　　　　・試食をすることで発表内容が共感できた。
・活動や学びが理解できた。生徒もたくさんの経験ができて良い。　　・１日開催にしてほしい。
・アンケートは、年齢や地域など対象をわけることで、より分析できる。

見通しを立て実践し、振り返
る 授業における学びを確認したり、成長への気付きを促したりすることで、より深い学びへとつ

なげる。

研
修

図
書
課

校内研修の充実と研究授業
実施及び参観の促進

図書情報の積極的な発信に
よる図書館書籍貸出数の増
加

進
路
部

進
学
支
援
課

進路実現に向けた主体性の
向上

ガイダンスなどを利用し、進路選択に向けて早めの動きをとる姿勢を身に付けさせる。

生徒対象の進路希望調査

【３年次対象】受験勉強の進み具合について「順調に進めることができた」60.5％、「どう頑張って
いいのか、分からなくなることがよくあった」39.5％
【２年次対象】進路選択について「どの進路に進みたいのか、おおよそ決まっている」67.2％、「ど
の進路にするか、迷っている」23.7％、「進路実現に向けた勉強の仕方が分からず不安」4.3％
【１年次対象】志望校の決定状況について「まだ決まっていない」30.5％、「おおよそ決まってい
る」33.3％、「就職する」20.2％

個に応じた進路指導の充実

就
職
支
援
課

就職内定率100％の達成及
び公務員試験合格者の増
加

職業観と勤労観を育み、主
体的に進路を選択できる力
の育成

【３年次対象（主な回答）】①校内ガイダンスについて→「社会に出ている方の考えを聴くことで視
野が広がり、今までとは違う視点で進路について考えることができた。」②企業情報の提供につ
いて→「受験報告書の他に入社後の会社についての卒業生からのメッセージがあれば、入った
ときのイメージがつきやすい。」③学校の就職指導について→「どの先生も面接指導を快く引き
受けてくださり、学校全体で支えてもらい安心できた。」「就職希望者が進学希望者より少ないた
め、説明会では就職に関する紹介が十分でない。しかし、先生方の支援や企業からの信頼の高
さから、本校は他校より就職に強いと面接時に実感した。商業高校ではなく総合学科を選びたく
なるよう、就職面の魅力をもっと示してほしい。」

A

授業公開週間で全職員の参観を推進するため、研究授業を５回以上組み込み、全教員の授
業力向上を目指す。

A

A

　１年次の「産業社会と人間」は計画通りに実施し、生徒のキャリアを高めることができた。また、総合学科発表会での発表や展示も充実したものができた。
　２、３年次の「総合的な探究の時間」は、研修旅行や地域課題、ＳＤＧｓ、ワンヘルス等の学びを自己やグループとして深めることができた。しかし、３年次の魁
誠課題研究では、教員の配置が少ないプロジェクトで、指導が困難なところも見られた。３年次は、年次の発表会で審査した上で、総合学科発表会に臨むことが
できた。
　３年次は自らの進路と本校でのキャリア教育の活動を生かし国公立大学を受験し、複数の生徒が合格していることから、次年度も進路探究と連携し指導を行っ
ていきたい。
　課題は、教員の前年度からの引き継ぎの在り方や単元ごとの目標等見通しをもった指導である。また、生徒が自ら活動をはじめる時期が遅く、提出期限に間に
合うように計画を見直す必要があったことから、年次で教員が情報を共有し、適宜、生徒への声掛けや助言が必要である。
　社会生活上のマナーやルールについては、学校外の人と関わる機会も多いことから、教員の共通認識と指導が必要不可欠である。
　キャリアパスポートの記入は、どの年次も定期的に行っているが、面談での活用をもっと促していきたい。

A

将来設計に必要な情報を主体的に収集できる力を育てる。

なりたい自分や進路選択に必要な力を身に付けさせる。

社会や地域との関りを通し、社会人・職業人として自立する能力や態度を育てる。

キャリア・パスポートを基に年間２回以上面談を行い、生徒の進路実現や生きる力に結び付
く指導を行う。

A

　年間4回の校内研修は、予定どおり順調に行うことができた。
　授業公開期間において、基本研修対象の教員の研究授業の公開が２回に留まった。年度当初に、該当教員への依頼ができていなかったことが原因である。対
象教員の数にもよるが、次年度は、研究授業の１回は、授業公開期間における実施の周知に留意する。
　次年度に向けて、教員の意見や要望を把握した上で、現状の課題にあった研修が実施できるようにしていく。

　本年度は、全年次でGoogle使用に統一することが困難だったため、Google Classroomを作成する代わりに、図書委員長を中心に図書委員との連携を密にし
た。
　図書館貸出数、新刊紹介を校内掲示し、電子掲示板を使った書籍紹介を行った。新しい取組は、①学級図書を一年次入学時に設置②生徒総会で朝読書の意
義と貸出冊数の目標の周知③生徒向け図書アンケートの実施を行った。アンケート結果から、図書館利用者が少ないことがわかったので、次年度来館者や貸
出数をどのように増やすかを工夫するべきである。
　文化祭で、図書委員手作りのしおりとブックカバー及び古本を販売し、3,450円の収益を寄付する予定である。
　貸出数は、前年度約２割減の４５１冊（１１月現在）であり、生徒の書籍離れが見られた。貸出数増加に向けた対策を考える必要がある。次年度は、学級文庫の
設置回数を増やして実際の本を紹介する機会を増やしたり、図書委員長が朝や昼に放送を利用して利用を働きかけたり、少人数の生徒を呼ぶときに図書館を
集合場所にしたりするなど、図書館を身近に感じてもらえるような仕組を第一に考える。

司書教諭、担当職員、図書委員をメンバーとするGoogle Classroomを作成し、図書館だより
や電子掲示板での書籍紹介等の作成の円滑化や内容の充実を目指す。

購入希望書籍等に関する教員及び
生徒対象アンケート

【図書アンケート（12月実施、394件の回答）】
　読書の傾向　(1)「読書が好き」28.9％、普通51.5％　(2)「朝読書以外で自主的に本を読む」
28.7％　(3)(2）の「自主的な読書の頻度」週に1・2回～月に2・3回51.1％　※(1)～(3)より、3割の
生徒が、月に2回以上自主的に読書をしている。(4)おすすめの本や作家について、約220件の
自由記述回答があり、読書に対する興味・関心が高い。特に新刊やベストセラーの本を好み、購
入希望もあった。
　図書館利用について　授業以外で図書館を利用する生徒は19.3％で、そのうち29.8％が週3回
～月3回、定期的に利用している。このことから、図書委員会と教員がしっかり連携をとり図書館
を１度も利用したことのない生徒に来館を促す取組を、考えていく必要がある。

A

図書館だよりや電子掲示板を使った積極的な情報発信を行い、図書館書籍貸出数前年度
比５％増を目指す。

本校の課題に対応する校内研修を年４回以上実施し、校内で講師を務める教員の育成を図
る。

職員対象の研修（回数、次年度の
研修内容）に関する教員アンケート

　回数について　「丁度よい」76．9％　「多い」23.1％。（県の指導による年間4回の校内研修を含
め、実施時期の工夫により、負担感の軽減を図りたい。）
　内容について　特別支援、作業効率につながるPCの活用方法、総合学科の特徴を生かした
進路指導、大学入試（総合型選抜について）、評価について等の希望がある。本校の課題解決
に寄与するものをできる限り実施していきたい。

A

・今年度も、生徒に多く
の地域のイベントに協
力してもらった。地元
に根差した高等学校と
して、地域貢献がされ
ている。
・地域として関わる機
会を増やしたい。

年
次
部

1
年
次

豊かな人間性の涵養

対話を重視したＨＲ活動により、相手を尊重し、協調性と円滑なコミュニケーション力を育む。

Classiを用いた生徒アンケート

「友人や先生と話すとき、相手を尊重することを意識できた。」98.11%「グループ活動や話し合い
で、協力しようとした。」97.72%「自分の考えを伝えるとき、相手に分かりやすい工夫をした。」
91.67%「自分で考えて行動することが増えた。」93.87%「必要に応じて自分の意見を発言すること
ができた。」86.59%「自分の選択や判断に責任を持とうとする意識が高まった。」92.72%「クラスや
部活動で、異なる考え方や価値観を受け入れようとした。」96.93%「他者の意見を聞くことで、自
分の考えが広がったと感じた。」95.45%「友人や仲間と一緒に成長していると感じた。」95.04%

キャリア形成能力の育成

クラス、授業、学校行事を通して様々な内面的な個性に触れる機会を設定する。

学校行事、研修旅行などの集団活動を通して多様な価値観を受け入れる態度を育成する。

3
年
次

2
年
次

基本的な生活習慣に基づく
自己管理能力の育成

事前確認の習慣化により、忘れ物、遅刻を防ぐ。

Googleフォームを用いた生徒アン
ケート

「事前に準備しているため、学校生活での遅刻はない。」とてもそうだ71.4%、まぁそうだ25%　「事
前に確認しているため、授業等での忘れ物はない。」とてもそうだ47.8%、まぁそうだ47.8%　「手帳
を活用し、提出物を管理している。」とてもそうだ20.1%、まぁそうだ37.9%　「自分の進路目標に関
し、教員と情報を共有している。」とてもそうだ33%、まぁそうだ50.4%　「自分の進路目標に関し、
保護者と情報を共有している。」とてもそうだ52.2%、まぁそうだ37.9%　「自分の進路目標に関し、
具体的に取り組めている。」とてもそうだ21.9%、まぁそうだ49.1%

A

A A

自己決定の場を設定し、物事を主体的に考え、自分の意見を持ち発言する力を養う。

他者受容の場を設定し、多様な価値観を理解し、他者とともに成長する姿勢を身に付させる。

意思決定に必要な情報を提供し、明確で具体的な指示をすることで、目標を持ち、将来の進
路を意識した学びを深めさせる。

Classiを用いた生徒アンケート

「先生や先輩からの情報をもとに、進路や将来について考える機会が増えた。」93.13%「学習や
活動で、具体的な目標を持って取り組んだ。」83.27%「将来を意識して学ぶ姿勢が強くなったと感
じた。」84.09%「先生や仲間からの励ましや褒め言葉が、学びの意欲につながった。」90.49%「自
分から進んで学習に取り組む習慣が身についてきた。」76.52%「新しいことに挑戦したい、もっと
知りたいという気持ちが強くなった。」82.13%「社会で必要とされる力について理解が深まった。」
89.31%「将来に向けて「今から準備しよう」という気持ちが強くなった。」88.97%「「社会人になるた
めに必要な力」を意識するようになった。」91.6%

　アンケート結果から、98％以上が相手を尊重し協力できたと回答していることから、対話を重視しており協調性の成長が顕著である。また、主体性では「自分で
考えて行動」が93.9％と高く、責任意識も92.7％に達した一方、意見発言は86.6％とやや低く課題が残る。他者受容では95％前後が多様性を受け入れ、仲間と共
に成長を実感しており、全体として成果は大きいが自己表現力の更なる強化が必要である。

　アンケート結果から、進路意識や目標設定力の面で93.13%が「考える機会が増えた」と答え、83.27%が具体的目標を持って取り組むなど成果が見られた。ま
た、励ましによる学習意欲向上は90.49%と高く、自主的学習習慣も76.52%に定着しつつある。さらに社会人基礎力への理解は91.60%に達し、将来準備への意識
も高まった。一方で、約2割が目標意識や学習習慣に課題を残しており、継続的な支援が必要である。

A褒めて伸ばすための声掛けにより、自ら学ぶ習慣を確立し、知的好奇心を伸ばす。

社会人基礎力育成に繋がる講話により、社会で求められる力を理解させ、自立に向けた準備を進める。

B

学力の向上と豊かな心の育
成

A

　自己管理能力の育成を目指し、「社会人としての自律」を年次目標として取り組んだ。自己管理能力において1年次からの取組が継続できている生徒、できて
いない生徒との二極化が見られる。遅刻件数に関しては、アンケートの結果では、遅刻していないの回答は96.4%であったが、実際は、１年次の同時期と比較し、
約1.39倍増加している。また、自己管理に手帳を活用している生徒は58%にとどまり、忘れ物、提出物の期日遅れが複数見られた。自己管理能力の育成のため
に、研修旅行でのルール作りを中心に、生徒自らのルール作りを体験させた。自ら作成したルールは、遵守する姿が多く見られ、生徒の自主性を育むことができ
た。
　文化祭等の学校行事では積極的に取り組む姿勢が多く見られた。次年度も、継続させていきたい。その反面、既存のルールに対し、守ることのできない生徒が
一部に見られた。粘り強く、継続的に指導していきたい。
　進路において、高い目標を掲げる生徒が多く見られ、進学希望の生徒は、ほとんどの対外模試を受験している。一方で、具体的に取り組めていない生徒も複
数見られることから、個別の手立てが必要である。
　学校行事、研修旅行を通して、異なる価値観を受け入れようとする姿が多く見られ、特に研修旅行にて新しい友人ができたと答える生徒が多くいた。生徒が相
互に意見に触れることができる場面を多く設定できたため、多様な価値観を受容する態度を養うことができた。次年度も継続して取り組みたい。

A

手帳による自己管理を行い、提出物を早期に提出する習慣を身につける。

生徒、担任副任、保護者が良好な人間関係を築き、生徒につけさせたい力、目指す方向性
を共有し、育成する。

教科担当者と担任との間で情報交換を密に行い、課題の提出状況、学習状況を把握する。

Googleフォームを用いた生徒アン
ケート

「授業の課題は期日までに提出できている。」とてもそうだ37.9%、まぁそうだ50%　「授業担当者と
課題の提出状況、学習状況を共有している。」とてもそうだ30.8%、まぁそうだ49.6%　「クラス、授
業、学校行事で意見を伝える場面が設定されていた。」とてもそうだ46.4%、まぁそうだ48.7%　「ク
ラス、授業、学校行事を通して、同級生の様々な考えや意見に触れることができた。」とてもそう
だ51.3%、まぁそうだ46.4%　「学校行事、研修旅行を通して、新しい友人ができた。」とてもそうだ
56.7%、まぁそうだ35.3%　「今後、学校行事を通して、新しい価値観に触れたいと思う。」とてもそう
だ56.3%、まぁそうだ38.4%

A

　年度始めに、学年団と生徒２７３名を導くために、学年運営方針を共有した。各クラスや授業、分掌等のそれぞれの担当で、学年団で、生徒を導くことができ
た。3年次学年団だけでなく、1・2年次所属の教員にも協力を得ることができた。
　21期生は、優しくて素直な生徒が非常に多い学年で、教員が伝える気持ちを汲み取り、何事にも一生懸命に取り組んだ。その結果が、体育祭の成功や数々の
部活動の大会実績、進路実績（１２月１９日現在）等にも現れた。
　年次の目標達成のために、「社会の現状、社会が求めている人材から、生徒の現状を差し引き、この時期に生徒に伝えておきたいこと」をテーマに、年次主任
講話を計画し、生徒の実態を把握しながら、学年目標と時期に応じて、講話の内容を再考し伝えてきた。年次の教員からも、行事の事前や事後、進路実現に向
けても、多くの講話をした。このような講話計画を、早い時期から取り入れていきたい。
　アンケート結果から、３年次として進路実現に向けて見通しを持って計画的に取り組む必要がうかがえた。そのために、進路部と年次がさらに連携を図ることが
できるように、３年次が中心となり進路指導を牽引する体制作りが必要がある。

A

自他の安全や集団の秩序を守り、お互いに指摘し合える関係性の構築。

手帳を有効活用したスケジュール管理をすることで、目標から逆算した計画的な準備と実行
力を養う。

A

キャリア形成を大切にした学
力・情報収集能力の向上と
豊かな心の育成

多様な受験形態に対応するための情報力を身に付け、自らの「将来の姿」を明確にイメージ
した建設的な取り組みを支援する。

Googleフォームを用いた生徒アン
ケート

「自らの『将来の姿』を明確にイメージして前向きに受験勉強（面接練習等も含む）に取り組むこ
とができた。」当てはまる59.8％　まぁ、当てはまる37.8％　「日々の学習や学校行事において、
共に活動する人を優しく受け入れ、協力して活動することができた。」当てはまる80.5％　まぁ、当
てはまる19.5％　「学校行事や部活動、授業などにおいて、３年生としてのリーダーシップを発揮
しながら積極的に活動することができた。」当てはまる40.2％　まぁ、当てはまる49.4％

A

社会人基礎力の育成基準
の生活習慣の確立

教員がゆとりを持った言動を心がけることで姿で示し、導いていく。

Googleフォームを用いた生徒アン
ケート

「ルールやマナーを守りながら学校生活を送るために、お互いに指摘し合うことができた。」当て
はまる49.8％、まぁ当てはまる49％
「手帳を活用しながら進路実現に向けた学習や面接練習等を計画的に行うことができた。」当て
はまる31.5％、まぁ当てはまる46.5％

A

日々の授業や様々な教育活動を通して、他者を受け入れる感性や姿勢を養う。

学校行事を通して、クラスや年次の枠を超えた人間関係作りを支援するとともに集団を牽引
するリーダーを育成する。

・進路や興味・関心に応じた科目選択ができるように、科目選択についての問題点の整理と改善を行う。
・ICTの効果的な活用等による授業の工夫をに行い「主体的・対話的で深い学び」の推進するとともに、生徒の学びのプロセスを丁寧に捉え次の学びにつなげる観点別評価の充実を図る。
・生徒や教員が、キャリア教育をコアとして、授業、学校行事、部活動などすべての教育活動のつながりが、意識できるようにする。
・校外におけるマナー（服装、自転車（青切符制度の導入等の交通ルールの周知）の徹底を図る。
・様々な機会で地域と連携を図り、地域や社会に貢献できる力を育成する。
・進学就職に関しては、地元志向が強い。県外等の情報も伝え、広い視野の中からの進路選択できるように支援する。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

A
評価項目以外のものに関する意見

・同窓生として、母校の生徒の活躍を、大変うれしく感じている。

A 　厳しい予算状況であるが、学校教育の充実のため、引き続き、効果的・効率的な執行に取り組む。 A ・引き続き、適切な執
行をお願いしたい。効果的、効率的な学校経営を担う。

学校関係者評価

事務部 教育環境の整備のための適
正な予算執行

予算を適切に配分執行して、学校教育を推進する環境づくりに努める。
各種監査 「指摘事項」等もなく、適切に執行されている。 A


